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125 フランス革命（3）

その後もずっと「祖国は危機にあり」
ヴァルミーの戦勝(1792.9)後も、フランスは内外の脅威にさらされ、深刻な危機に直面していた。

１）第１回対仏大同盟（1793～1797）を結んだヨーロッパ諸国の対仏連合軍がフランス

に侵入。

提唱者：イギリス（ピット首相） 契機：ルイ16世の処刑（1793.1.21）

参加国：ロシア、スペイン、プロイセン、オランダ

オーストリア、ポルトガル、サルデーニャ

２）反革命派の反乱や生活苦による民衆の騒乱が各地で発生していた。

特に、ヴァンデーの農民反乱（1793.3.10～95年) は左図のように広範囲だった。ヴ

ァンデーは貧しい農村地帯で、元来カトリックと王党派の強い土地柄だった。

徴兵制(1793.2)への反発が契機となって反乱が発生。

第

総裁政府の成立 一

１）1795.8.22 国民公会は、革命の終結を意図して1795年憲法（共和国３年憲法）を制定。

ブルジョワジー中心の憲法で、制限選挙が復活、二院制。 共

この憲法下で、５人の総裁による【1: 】が成立した。 総裁政府 和

統領政府までは第一共和政である

２）総裁政府は対外戦争を続行する中で王党派の反乱（バンデミエールの乱1795.10.5）、【2: 】※ の 政

秘密結社など、左右から揺さぶられ不安定。商工業者や農民は強力な指導者を待望した！

※ Babeuf 1760-97 総裁政府成立後、秘密結社を組織、私有財産制廃止による共産主義社会の建設をとなえ、民衆によ

る革命を準備。1796.5逮捕、翌年処刑。なお「私有財産は窃盗である」とはプルードン(1809-65、仏の無政府主義者）

の言葉である。

ナポレオンの出現 ≪革命軍の有能な指揮官≫登場、国民の期待を集める。

1795年10月5日 バンデミエールの乱（王党派の反乱）を鎮圧

1796年～97年 イタリア遠征軍司令官として、ロンバルディア平原でオーストリアやイタリア諸勢力を撃破、【3:

】を結び、第１回対仏大同盟を崩壊させた。

1798年～99年 エジプト遠征を行う 目的：イギリスとインドの最短通商路を断ち切る。

マムルーク軍を打ち破り、オスマン朝治下のエジプトを３週間で占領。しかし、海上では【4:

】（ナイルの海戦）でイギリス海軍（H.ネルソン提督）に敗れ孤立。

革命フランス軍に占領された体験は、エジプトや西アジアにおけるナショナリズムの興隆

を促しムハンマド=アリーの政権獲得につながった。

1798.12.24（一般には1799年）、ナポレオンのエジプト遠征を機に、イギリスはロシア・オーストリア等と同盟（プロイセ

ンは中立）、【5: 】1799-1802を結成し、国境に迫り、フランスは再び危機に瀕した。ナポレオン、 第

エジプトに陸軍を残したまま急遽帰国。（残留フランス軍は孤立無援で戦い続け、1801年、イギリス軍に降伏した。）

一

総裁政府

共

1799年11月9日 ナポレオンはいわゆる「【6: （霧月） 日の 】で 統領政府

総裁政府を打倒し、【7: 】を樹立。第一統領（統領は３人）と 和

して実権を掌握した。形式は共和政だが、実質は軍事独裁。

☆これをもって、フランス革命の終結と考える！（通説） 制

「革命は終わった」（ナポレオン本人の日記より）

1799年～1815年をナポレオン時代とも言う。

支持基盤は産業ブルジョワジーと革命で土地を得た小農民層。

ナポレオンの帝政とヨーロッパ支配
1792年に始まった革命戦争は、ナポレオンに引き継がれた。近隣諸国にも、旧来の身分秩序を打破する新しい動きをつくり出

した。ナポレオンが遠征した諸国には、ナショナリズムのタネが蒔かれた！

1800年 2月 フランス銀行の設立････ナポレオンは資本主義経済の発展に何が必要かよく知っていた。

5月 第２次イタリア遠征 オーストリア軍を撃破してリュネビルの和約(1801)結ぶ。

6月 【8: 】：イタリア北部の町マレンゴにおいて、ナポレオン率いるフランス軍が、ミヒャエ

ル=フォン=メラス率いるオーストリア軍に勝利を収めた。

このことはアミアンの和約(1802)で第２回対仏大同盟を崩壊させることにつながった。
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1801年 教皇ピウス７世と【9: 】（コンコルダート）を締結：①カトリックの復活 ②聖職者は政府が

指名、教皇が任命。③革命中に没収した教会財産は返還しない。

このころ、亡命貴族の帰国を許して、王党派、ジャコバン派の前歴をとわず軍隊や行政に登用し、政

治的な和解をおしすすめた。但し、ナポレオンに対する敵対行為に対しては容赦ない弾圧をくわえた。

1802年 3月 イギリスと【10: 】※：お互いに占領地を返還。第２回対仏大同盟を正式に終わらせる。

1792年以来の和平である。ナポレオンの立場は強化された。 ※北フランスのアミアンで締結

8月 終身統領となる。

1803年 通貨改革 ジェルミナール・フランの採用

1804年 3月21日 【11: 】を制定した。革命の成果を保証するもの。 第

土地所有の保証を得た農民は急速に保守化した。これを「ナポレオン的農民」ということがある。 一

「余の栄誉は40回に及ぶ戦勝ではない。永遠に残るのはこの民法典である」（ナポレオン） 共
この他、刑事訴訟法(1808)、刑法(1810)、などの整備をおこない、1810年ごろまでには法体系を確立。 和
また、教育にも熱心で学校を整備し、全国で土木工事を行いインフラを整備したことでも知られる。 政

5月18日 「元老院決議」により皇帝として即位、【12: 】と名乗る。

「国民投票の過半数の賛成の結果」とよく書かれているが、その投票は11月。追認投票だった。 第

パリのノートルダム大聖堂での戴冠式は12月であった。ダヴィッドの絵画を見よ。 一

第一共和政は終わり、第一帝政 1804～1814 に移行。 帝

1805年 4月 第一帝政に対抗して、イギリスは【13: 】結成 ※1 政

アミアンの和約は、早くも1803年5月には破棄されていた。これ以降の戦いはフランス革命戦争

ではなく、ナポレオン戦争であるとされる。

10月 イギリス海軍に【14: 】で敗れる。（ネルソン提督戦死）

12月 ナポレオンはオーストリア・ロシア連合軍を【15: 】で破る。

「三帝会戦」とも。ナポレオン１世、アレクサンドル１世（露）、フランツ２世 ※2（神聖ローマ皇帝）

この勝利で第３回対仏大同盟を崩壊させた。

1806 7月 西南ドイツ諸都市にナポレオンを盟主とする【16: 】を作らせた。

これによって【17: 】は完全に消滅した。

10月 イエナの戦い（イエナ・アウエルシュタットの戦い）でプロイセン軍に大勝

11月 ナポレオンはベルリンで【18: 】を発した。

1807年 7月 プロイセン・ロシア連合軍を破り【19: 】を結ばせた。プロイセンは国土の半分を喪失。

①プロイセンは莫大な賠償金とエルベ以西を失い、小国に転落。→プロイセン改革

エルベ以西には【20: 】が建国され、末弟ジェロームが統治。

②旧ポーランド領に【21: 】建国 ザクセン王が大公兼ねる

第二回・第三回ポーランド分割のプロイセンとオーストリアの「取り分」を合わせた地域。

③ダンツィヒは自由市に！

④ロシアは大陸封鎖令への協力を命じられた。（しかし、ロシアはこれを無視してイギリスと通商）

このように、ナポレオンは、プロイセン・ロシアを破り、オランダ・スペインなどには兄弟を元首として派

遣し、ヨーロッパほぼ全域にわたる【22: 】を構築した。

兄ジョセフ=ボナパルト → スペイン国王・ナポリ国王

弟ルイ=ボナパルト → オランダ国王

末弟ジェローム=ボナパルト → ウェストファリア王国

1808年 スペイン反乱（イベリア半島戦争～1814年）

有名な絵画「1808年５月３日の処刑」（ゴヤ、制作は1814年）は必ず見よ。

1810年 嫡子が生まれないことを理由にジョゼフィーヌを離縁、ハプスブルク家、フランツ２世の長女【23:

】と結婚。

ジョゼフィーヌが前夫との間にもうけた娘オルタンスは、ナポレオンの弟ルイ=ボナパルトと結婚してオランダ王妃となり、

後に皇帝ナポレオン３世となるルイ=ナポレオンら3人の男子を生んだ。

1812年 【24: 】を開始、ロシア軍に敗れ壊滅的打撃を受ける。

第六次対仏大同盟（1812-14）結成 1813年にはプロイセンも参加 第

1813年 ロシア・プロイセン・オーストリア連合軍に、【25: 】（＝「諸国民戦争」） 一

で敗れ ※3、パリを占領される（1814年）。 帝

1814年 4月 ナポレオン退位。ナポレオン帝国崩壊。 政

ナポレオン、【26: 】に「流される」（実はエルバ島の小君主になった） 王

政

※1 第３回対仏大同盟(1805年8月～12月）では、プロイセンは中立を保ったが、イエナの戦い(1806）で大敗した。

※2 最後の神聖ローマ帝国皇帝フランツ２世（位1792-1806)とオーストリア皇帝フランツ１世（位1804-35)は同一人物（マリア
=テレジアの孫）。

※3 ナポレオン戦争中最大規模の戦い。この敗戦でナポレオンのドイツ支配は終わりライン同盟は崩壊した。連合軍司令官は
元ナポレオンの部下（仏軍元帥）のベルナドットだった。彼は後のスウェーデン王カール14世ヨハンである。11W


